
要介護認定項目の見直しの主な経緯

課題１ 認定ロジックに使用しているデータが古い（現行のものは平成13年のデータを使用）
課題２ 要支援2と要介護1の判別（現行は一次判定で「要介護1相当」と判定した上で、介護認定審査
会の場で、「認知の具合」「状態の安定性」を基に判定されているが、これは煩雑な上に運用上のば
らつきがある）

課題３ 認定調査項目の見直し（調査項目が多く煩雑であり、精度が落ちないことを前提に認定調査
の負担軽減の観点から簡素化を図れないか）

課題3について、ケアを提供する時
間の推計精度が落ちないことを前
提に、認定調査の負担軽減のため、
82項目（現行項目）＋6項目（追加項
目）から2323項目項目を除外する案が取り
まとめられた（第4回要介護認定調
査検討会）
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○これまでの経過

○第4回要介護認定調査検討会の取りまとめに対する関係団体等からの意見

○問題行動に関係する「暴言暴行」「外出して戻れない」「火の不始末」「幻視幻聴」などは必要

○生命に関わる項目（飲水等）は残すべき

○平準化が図りづらい調査項目については検討が必要

○要介護認定事務において調査項目が減少することは、認定調査の負担軽減に資するものとして肯定的に捉えてい
る

資料１

課題１、２については、第1回～第4回の検討会において検討。今回は課題３について検討を行う。
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